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緒言 
肺炎球菌莢膜ポリサッカライド(PPS)に対する血清型特異的 IgG は肺炎球菌感染症

における感染防御機序の中心的役割を果たしている。一方、慢性閉塞性肺疾患(COPD)
患者に 23 価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン(PPV)に対する低応答者の存在が

指摘されているが、低応答者の血清型特異的 IgG 濃度の経時的推移についての報告は

ない。本研究の目的は、慢性肺疾患患者における PPV 接種前後 2 年間の血清中血清型

特異的 IgG 抗体濃度を WHO の推奨する第 3 世代 ELISA 法で、さらに抗体の結合力の

強さの指標である avidity の推移を測定し、PPV に対する応答者および低応答者の特徴

を明らかにすることである。 
 

対象と方法 
(1) 研究対象とデザイン：2001 年 11 月～2003 年 12 月に、九州地区共同研究参加施

設の 13 ヶ所の病院における慢性肺疾患患者 84 症例を対象とした。PPV の接種前

と接種 1 ヵ月後、6 ヵ月後、1 年後、2 年後に血清を採取し、-80℃で保存した。

84 症例中 40 症例で 2 年間の血清採取が可能であった。 
(2) 実験方法：本邦で分離頻度の高い血清型 6B、14、19F 及び 23F の特異的 IgG 抗体

濃度を第 3 世代 ELISA で測定した。ワクチン接種後少なくとも一つの血清型特異

的 IgG 抗体濃度の上昇率が 2 倍以上である症例が応答者と定義し、4 つの血清型

特異的 IgG 抗体濃度の上昇率がいずれも 2 倍以下である症例は低応答者とした。

血清型特異的 IgG の avidity は、0.5M NaSCN の添加後の血清型特異 IgG 濃度のパ



ーセント(avidity index:AI)で示した。 
 

結果 
(1)  PPV 接種前に、総症例の血清中血清型特異的 IgG 濃度は 3.05 µg/ml (血清型 23F)

～6.35 µg/ml (血清型 14)であった。90％以上の症例の接種前血清型特異 IgG 濃度

はいずれの血清型においても 1 µg/ml 以上であった。PPV 接種 1 ヵ月後には、い

ずれの血清型においても血清型特異 IgG 濃度は接種前に比較して有意に増加した 
(P<0.01, Table 2)。 

(2) 84 症例中、26 例 (31%)が低応答者であった。両群間において、年齢、性別、疾

患頻度とステロイド剤使用頻度については有意差は認められなかった (Table 1)。
低応答者ではPPV接種前の血清型特異的 IgG濃度が応答者より高い傾向が認めら

れた。また、応答者では PPV 接種 1 ヵ月後の血清型特異的 IgG 濃度がいずれの血

清型おいても有意に増加したのに対し(P<0.01)、低応答者では血清型 14 において

血清型特異 IgG 濃度の有意な増加を認めたものの (P<0.05)、血清型 6B、19F、23F
において有意な増加は認められなかった (Table 2)。 

(3) PPV 接種後の血清型特異 IgG 濃度は、PPV 接種 1 ヶ月後から 6 ヵ月後までに速や

かに減少した。血清型特異 IgG 濃度が接種前のレベルに低下するまでの期間は、

血清型 6B で 0.5 年、血清型 19F で 0.6 年、血清型 23F で 1.7 年、血清型 14 では

6.9 年であった (Fig 1)。 
(4) 血清型 6B で低応答者の接種 2 年後と血清型 19F で総症例と応答者の接種 2 年後

に有意な AI の低下 (P<0.01)を認めたものの、全体としては PPV 接種 1 ヶ月後、

2 年後の AI に顕著な変化は認められなかった (Table 4)。 
 
考察 
本研究において対象症例の 31％に低応答者が認められたが、その臨床的な特徴は明

らかでなかった。本研究において低応答者の頻度が既報に比較して高かったのは、対

象症例の PPV接種前の血清型特異的 IgG濃度が高いことに起因している可能性が示唆

される。 
血清中の血清型特異的 IgG 濃度は PPV 接種１ヶ月後に有意に増加し、接種 6 ヶ月後

までに急速に減衰した。とりわけ、血清型 14 に比較して、弱ワクチン抗原である血清

型 6B, 19F, 23F では速やかな血清型特異的 IgG の減衰が認められた。一方、avidity は

おおむね PPV 接種前後で顕著な変化は認められなかった。 
本研究の最も重要な所見は、応答者と低応答者における血清型特異 IgG 濃度の動態

が明らかに異なる点である。応答者においても弱ワクチン抗原の血清型では接種後に

接種前の血清型特異的 IgG レベルに低下するまでの期間は 3 年未満であった。これら

の成績は慢性肺疾患患者に対する初回接種後の 3 年以内の再接種の必要性を示唆して

いる。 
本研究では、慢性肺疾患患者の PPV 接種後の血清免疫学的応答を明らかにしたが、

PPV 接種が推奨されている高齢者や若年成人のうち、慢性肺疾患以外の疾患群におけ

る低応答者の頻度と血清型特異 IgG 濃度の動態についてさらなる検討が必要である。 
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